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二
〇
二
二
年
度
前
期
東
洋
学
講
座
講
演
要
旨

（「
チ
ベ
ッ
ト
研
究
の
現
在
と
未
来

　
　

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
文
化
の
保
存
と
継
承　
　

」）

第
五
八
三
回　

五
月
二
〇
日
（
金
）

チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
と
文
化
に
向
き
合
う

　
　
　
　
　

チ
ベ
ッ
ト
研
究
者
の
役
割　
　

東
洋
文
庫
研
究
員

筑
波
大
学
教
授　

吉　

水　
　

千　

鶴　

子　

　
「
チ
ベ
ッ
ト
」（Tibet, 

チ
ベ
ッ
ト
語
で
は
ポ
ェ
と
い
う
）
と
い
う

名
称
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
今
日
で
は
複
雑
で
あ
る
。
地
理
的
に

は
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
を
中
心
と
す
る
中
華
人
民
共
和
国
の
中
の
チ
ベ
ッ

ト
民
族
居
住
地
域
を
指
し
、
歴
史
的
に
は
、
六
世
紀
末
か
ら
そ
こ
に

存
続
し
て
き
た
チ
ベ
ッ
ト
民
族
の
「
国
」
を
指
す
。
こ
の
「
国
」
は
、

六
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
中
葉
ま
で
、
異
民
族
を
も
支
配
し
た
大
帝
国

で
、
唐
か
ら
は
「
吐
蕃
」
と
呼
ば
れ
た
統
一
国
家
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
は
、
各
地
域
の
支
配
者
の
集
合
体
と
し
て
継
続
し
、
一
六
四
二

年
以
降
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
中
心
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
民
族
も
加
わ
っ
て

維
持
さ
れ
て
き
た
共
同
体
と
し
て
の
「
国
」
で
あ
る
。
こ
の
「
国
」

は
、
一
九
四
九
年
中
国
共
産
党
に
よ
る
中
華
人
民
共
和
国
の
樹
立
と

一
九
五
九
年
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
一
四
世
の
亡
命
に
よ
っ
て
、
独
立
を
失
っ

た
が
、
亡
命
後
、
イ
ン
ド
に
立
て
た
亡
命
政
権
、
そ
し
て
亡
命
チ
ベ
ッ

ト
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
広
い
意
味
で
の
今
日
の
「
チ
ベ
ッ
ト
」
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
圏
は
広
く
、
内
外
の
モ
ン
ゴ

ル
、
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
、
イ
ン
ド
の
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
な
ど
に
ま

で
及
ん
で
い
る
。

　

歴
史
的
な
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
「
国
」
は
失
わ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々

の
社
会
や
生
活
も
様
変
わ
り
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
の
文
化
や
宗
教
も
、

人
民
解
放
軍
の
チ
ベ
ッ
ト
侵
攻
と
そ
の
後
の
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
、

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。Instagram

に
、historytibetan

と
い
う

ア
カ
ウ
ン
ト
が
あ
り
、
一
九
五
九
年
以
前
の
チ
ベ
ッ
ト
の
写
真
を
掲

載
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
公
共
放
送B

B
C

は
、
一
九
〇
三

―
四
年
に
か
つ
て
の
イ
ン
ド
領
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
入
っ
た
イ
ギ
リ
ス

軍
や
、
そ
の
後
チ
ベ
ッ
ト
に
滞
在
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
撮
影
し
た
当

時
の
フ
ィ
ル
ム
を
編
集
し
、“The Lost W

orld of Tibet”

（2006

）
と

し
て
公
開
し
て
い
る
。
群
衆
で
賑
わ
う
ポ
タ
ラ
宮
の
前
の
広
場
、
寺

院
に
集
ま
る
何
千
人
も
の
僧
侶
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
乗
っ
た
輿
の
華
や

か
な
行
列
、
正
月
の
祭
り
で
ダ
ン
ス
や
競
技
に
興
じ
る
人
々
、
す
べ

て
の
も
の
が
失
わ
れ
た
。
そ
れ
は
社
会
や
生
活
が
変
わ
っ
た
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
自
由
と
独
立
が
失
わ
れ
た
と
い
う
喪
失
の
悲
劇
な

の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
、
チ
ベ
ッ
ト
研
究
者
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
言
語
や
伝
統
文
化

が
完
全
に
失
わ
れ
な
い
よ
う
、
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
と
共
に
、
そ
の
保

存
と
継
承
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
研
究
者
は
、
多

二
七
〇
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様
で
あ
る
。
一
九
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
イ
ン
ド
や
ア
ジ
ア
の
伝
統

文
化
に
関
す
る
知
識
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
チ
ベ
ッ
ト
学
」

（Tibetology
）
と
い
う
学
問
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
異
な
る
デ
ィ

シ
プ
リ
ン
を
も
つ
学
問
を
包
括
し
、
チ
ベ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と
な
ら

何
で
も
あ
り
、
と
い
う
学
問
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
学
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
歴
史
学
者
、
言
語
学
者
、
宗
教
学
者
、
社
会
学
者
、
人
類
学
者
な

ど
の
別
の
顔
を
も
つ
。
資
料
研
究
も
あ
れ
ば
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も

あ
る
。
日
本
で
は
、
明
治
時
代
に
仏
教
界
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
関
心
を

高
め
、
河
口
慧
海
、
寺
本
婉
雅
、
能
海
寛
な
ど
が
チ
ベ
ッ
ト
を
訪
れ

た
。
河
口
慧
海
（
一
八
六
六
―
一
九
四
五
）
は
、
ラ
サ
の
セ
ラ
寺
で

学
び
、
帰
国
後
、
晩
年
は
東
洋
文
庫
で
、
チ
ベ
ッ
ト
語
辞
典
の
編
纂

や
大
蔵
経
の
研
究
を
行
っ
た
。

　

チ
ベ
ッ
ト
語
辞
典
は
、
残
念
な
が
ら
完
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

東
洋
文
庫
で
は
、
一
九
六
〇
年
に
チ
ベ
ッ
ト
研
究
室
が
発
足
し
、
翌

年
「
チ
ベ
ッ
ト
人
と
の
共
同
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
語
・
チ
ベ
ッ
ト
史
・

ラ
マ
教
の
総
合
的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

支
援
）
を
開
始
、
チ
ベ
ッ
ト
人
学
者
三
名
を
イ
ン
ド
よ
り
招
聘
し
、

日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
会
を
開
催
し
て
い
る
。
以
降
、
現
在
ま
で
、
チ
ベ
ッ

ト
の
言
語
・
歴
史
・
宗
教
・
文
学
・
社
会
の
広
い
領
域
の
研
究
を
続

け
、
多
く
の
研
究
成
果
を
出
版
し
て
き
た
。
近
年
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
が
進
み
、
文
献
の
保
存
、
調
査
記
録
の
保
存
が
容
易
に
な
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
に
よ
っ

て
誰
も
が
そ
れ
を
共
有
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
東
洋
文
庫

リ
ポ
ジ
ト
リ
のTibetan D

igital Library 

で
は
、
河
口
慧
海
が
請
来

し
た
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
電
子
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
は
世
界
各
地
で
作
ら
れ
て
お
り
、
敦

煌
文
書
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
、
チ
ベ
ッ
ト
人
の
著
作
の
数
々
も
、
今

や
、
図
書
館
に
足
を
運
ば
な
く
と
も
、
自
宅
で
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
で
研
究
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
化
の
保
存
と
継
承
、

そ
し
て
研
究
の
環
境
が
、
画
期
的
に
整
え
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　

日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
研
究
者
の
役
割
を
考
え
る
と
、
そ
の
歴
史
的
文

化
的
近
さ
か
ら
、
私
た
ち
が
チ
ベ
ッ
ト
と
共
有
し
て
き
た
も
の
に
目

を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
広
く
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
と
チ
ベ
ッ
ト

を
見
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
も
チ
ベ
ッ
ト
も
歴
代
の
中
国
を
挟

ん
で
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
生
き
て
き
た
。
仏
教
の
伝
来
は
、
日

本
で
は
六
世
紀
半
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
七
世
紀
半
ば
で
あ
る
が
、
当

時
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
宗
教
を
輸
入
し
た
こ
と
は
共
通
で
あ

る
。
一
三
世
紀
に
は
ど
ち
ら
も
モ
ン
ゴ
ル
（
元
）
の
襲
来
を
受
け
た
。

そ
し
て
、
黒
船
来
航
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
欧
米
列
強
の
ア
ジ
ア

進
出
に
翻
弄
さ
れ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
、
清
朝
の
覇
権
争

い
に
巻
き
込
ま
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
後
の
運
命
は
、

大
き
く
隔
た
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
仏
教
と
い
う
共
通
の
精
神
文
化
を

も
つ
私
た
ち
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
文
化
を
も
っ
と
も
よ
く
理
解
で

き
る
立
ち
位
置
に
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
七
一
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そ
し
て
、
現
在
、
心
に
置
き
た
い
こ
と
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
化
は
決

し
て
消
え
て
し
ま
っ
た
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
中

に
あ
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
、
今
も
生
き
続
け
て
い
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
は
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々

は
生
活
し
、
信
仰
し
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
も
お
り
、
村
々
に
は
身
近
に
転

生
ラ
マ
も
い
る
。
高
僧
は
中
国
語
も
駆
使
し
て
説
法
し
、
漢
人
の
信

徒
も
増
え
て
い
る
。
文
学
や
音
楽
、
映
画
な
ど
の
新
し
い
文
化
も
生

ま
れ
て
い
る
。「
人
の
力
」
こ
そ
が
、
文
化
を
継
承
す
る
一
番
大
き
な

力
で
あ
る
。
私
た
ち
研
究
者
も
、
そ
の
一
端
を
担
う
者
な
の
で
あ
る
。

　

第
五
八
四
回　

六
月
二
四
日
（
金
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
経
典
資
料

　
　
　
　
　

チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
保
存
と
活
用　
　

東
洋
文
庫
研
究
員

鶴
見
大
学
准
教
授　

宮　

崎　
　　

展　

昌　

　

河
口
慧
海
師
が
チ
ベ
ッ
ト
よ
り
請
来
し
た
チ
ベ
ッ
ト
語
大
蔵
経
お

よ
び
関
連
資
料
と
し
て
、
東
洋
文
庫
に
は
次
の
よ
う
な
資
料
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

・
写
本
カ
ン
ギ
ュ
ル

・
ナ
ル
タ
ン
版
カ
ン
ギ
ュ
ル
・
テ
ン
ギ
ュ
ル

・
デ
ル
ゲ
版
カ
ン
ギ
ュ
ル

・
チ
ョ
ネ
ー
版
カ
ン
ギ
ュ
ル

・
蔵
外
文
献

　
「
カ
ン
ギ
ュ
ル
」
は
「
仏
説
部
」
と
も
呼
ば
れ
、
仏
教
の
開
祖
で
あ

る
釈
尊
が
説
い
た
と
さ
れ
る
経
典
と
律
か
ら
な
る
文
献
群
で
あ
り
、

「
テ
ン
ギ
ュ
ル
」
は
「
論
疏
部
」
と
も
呼
ば
れ
、
釈
尊
よ
り
後
の
仏
教

者
ら
が
著
述
し
た
論
書
や
注
釈
書
な
ど
か
ら
な
る
文
献
群
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
両
者
を
合
わ
せ
て
「
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
」
と
呼
び
、
チ

ベ
ッ
ト
に
伝
わ
る
仏
教
の
全
書
的
叢
書
と
し
て
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
者
ら
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
語
著
作
は
、

一
般
に
「
蔵
外
文
献
」
に
分
類
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
仏
教
の

展
開
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
文
献
群
を
形
成
し
て
い
る
。

　

上
記
の
う
ち
、
写
本
カ
ン
ギ
ュ
ル
に
つ
い
て
は
、
一
九
世
紀
に
書

写
さ
れ
た
も
の
な
が
ら
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
三
世
の
勅
許
を
得
て
、

河
口
慧
海
師
が
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
に
て
書
写
さ
れ
た
も
の
を
持
ち
帰
っ
た

も
の
で
あ
り
、「
東
京
写
本
カ
ン
ギ
ュ
ル
」
と
し
て
世
界
的
に
も
知
ら

れ
て
き
た
。
東
洋
文
庫
で
は
、
二
〇
二
一
年
度
よ
り
、
同
写
本
カ
ン

ギ
ュ
ル
に
関
し
て
、「
宝
積
部
」
を
皮
切
り
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
公
開
す
る
事
業
を
開
始
し
た
（https://app.

toyobunko-lab.jp/s/m
anuscript_kanjur/page/hom

e

）。

二
七
二
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